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B－51 芯地に関ずるも鎖ならぴに利用状況についての調廬

福山市:2､女蝉だ　o 妾庫せ鵬ﾗ　 広馮衆寡^　 ム田鴬)－

〔日　 妁 〕　 屹･地は蔑服 のあ 釆吹 え，^ 用甲め^ く ずれ^f` と’i 尺き人刄ぷf る。 しか し，

その 季?  が 酒肴%  ド 認粛さ れt  いな ／ヽよ クI'M砥･えi> の7'し 実裸 ＼-心地ト ど れくト ヽ関々

右折7  ■? い る・ 札^ り 爽裸ドこど卜 く い ⌒硬 用くり へい ｀るダ）か ，使 用よﾆいー りよう'il`軋郷

問疲I' しr-  かを知 る 仁力I",　アンケ ート 鋼^  i. (iすV` ，T--｡

ぽ　 威]　 広馬 募 吋の3  7 の尺 雲の女一ﾀif  1 4 知人（　 その准>i.の死兄など の一依^

ろ･珀奮膚/ な 人に つV てヽ，無 服s 賀ラi^?y 聶 みとれ 珪£^ る と 忿の芯地 へり 貳凛,   放

服の兼 用窄ト おこ りT' 芯̂ 地 四mt るy ラ7";レ%  i 韻^  いr-  （/ﾂ 侶年^  月 爽禽 ）.

｛μ　 果)　　/.　 消膏^  の知冷 麦 の商ヽヽ む地 ば，片を（ 麻 馴 ， 不痰希 俸湊め地,    々 ・

ラコ;        苧 芯，毛 芯,4` ど?･■ある。 この') ち実裸り 吏り 吟みも め叫　 不織奇峰 遣芯地 と毛代iが

摩い よう であ る。　　λ　既 畷服%  屡 ぶ場外バ か 子学>t 乙一芯地 £ 調 ぺるん は 非宰1'^'.

力 へ4 け べ の鳴膏溥 作摩'i：I- ttべ今いよ クである.　　3.　 無 服をオ- ダー 寸る場ふ,   心地

を吟味 する,消膏濤 はヶ ダい.　 屯　を

地 の皮 用目杓ドvi ，型く ず れを防<･ ためh  ,  麻を楳 を飢丿 侭めk  が’清 々ヽ/ヽ｡　 含。 蔵 服

岩乗用し■z ， 心ヽ ^e-リflBし1  <nト ラブ,しt 秘験 しト 八y-iり 垢 ぐ9  いあ り，沈濯ト4:  る締み

や吼く ず祚 ，芯地 のはく 単 が£ ダ庫 癩 のようr  ）る 。i  t-, 郵肛 穿･I ざVJ,    スカ-  ＼のべ･レ

ト 衿 パft) 芦咳r>  冷･｀。　b.　 藻 蕭£ヽ地 の欠まKt ，･ フフリレの厚S     ともタ（Z  いるv^  < 舷

しや1l ^  を孝if  Tヽ･ヽる，

B－52 湘 叶ゆm 縛や アフガ`ン察 坤帰社蜘)柿脚乙ついて( 第:%報一)
吻 吽^｣ 吻こ．　mm  薦膚參芳　 竹淑^  繁Aヽ鳶矛

籾的 第i 釈 μ、刺糸升地の刄さおぷび碑び咄知 事 項目採ど 俘的恟擲こっいて
の比和 卿-を佃みf- 八 今回腸そ･り 岬 乞して<^･闘 陣岬ぞ芦ろ廓 陶まと屋陶叫こつい
て旅糾し恥<)で囃廓畜ろ．

慟すﾀ靭 祁綿 知^ 喊 μ^ 刎
しヵ吻アフ ツ数 乞下に奮励紬
μ) ぼ、
必
曰 知 鴉T芝く、、すが

y 蜘 岬 砂 梓 稀昨 吋 μ ま刹
ン締耽･榔 嘩 相 似s 畑 溥 ぞら
ら邸･ ．れ奥 峠 勿^ 刻限 雌
･濠 考格くレし力ヽ毛消% ぬと＼ % が
押互咄 こ5 殉伊 でも'^悉和 邨 め

鮮わt.


